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2T-2(P)　比較する服装によって影響される服装評価

　　　　　○福井典代・　中川敦子・　藤原康晴。

　　　　　　(・鳴門教育大,・香川短大)

　【目的】私たちは，自己の性格，能力，外観を自ら評価している。その評価に際して，客
観的な基準がないため，他者のそれらと比較して相対的に行っている。この事象は，フェ

スティンガーによって提唱された社会的比較としてよく知られている概念の一つである。

この研究では，ある特定の服装の評価がその周囲に存在する服装(比較水準)の違いによっ
てどのような影響を受けるかについて検討しており，本報では，各評価項目別，実験条件

別に各服装について評定平均値の差の検定を行い，比較水準の違いによる影響を検証した。
　【方法】｢レストランで開かれる親しい友人の誕生会｣に出席することを想定して，｢派手

～地味｣，｢個性的～平凡｣，｢ドレッシイ～カジュアル｣および｢軽快～重々しい｣の評価項

目別に50種の服装の中からサーストン法に準拠して15種ずつの服装を選定した。各評価項
目に対して15種の服装をその評定の程度に応じて５カテゴリーに分け，5カテゴリー中の

２カテゴリーを除外した比較水準の異なる条件下で服装評定を行い, 5カテゴリーに帰属

するすべての服装の存在下での評定結果と比較した。
　【結果】｢派手～地味｣および｢ドレッシイ～カジュアル｣の評定については，各評価項目別

に基準となる５つのカテゴリー中，比較水準として存在しない２つのカテゴリーの方向に
評定値が移動し，比較水準の影響を検証することができた。｢個性的～平凡｣の場合，基準

とすべき15種の服装の評定において｢個性的｣と｢やや個性的｣などの分割が不明瞭となり，

５つのカテゴリーを明確に設定することができなかったが，各実験条件で削除されている
カテゴリーの方向へ評定の移動が認められた。｢軽快～重々しい｣の評定は，特に個人差が

大きく，本実験では比較水準の影響を明らかにすることはできなかった。

2T-3(P) インター♀ツト上でのファッション情報に関するアンケート調査

○團野哲也゛村上かおり゛篠原えりな゛友安嘉代子゛冨士香菜子“酒井哲也“酒井豊子“（゛高知女大，¨共立女大，“放送大）

[目的い/ww サービスを調査メディアとして見た場icn，予算，調査人員，取り扱える閤報

の種類と量データ処理等(:7｀垣でメリットカ吻り，今後-mの発展が望まわている．本研究

ではすでに紙媒体を用いて行われたファッションに関するアンケート調査を, Web上で行

なうための諸l覆|を検討したまたアンケートを芙施してその結果を整理するとともに．メ

ディアの違し功鴉査結剰こどのように影響するかについても検討した

[方法] CGIを用いたアンケートページをＨＴＭＬにて作成し，高知女子大のサーノv-上で公

開，1997年１月28日13:00へ2月24日13:00の期間本調査を行なった公開に先立ち，

家政系，教育系大学，マスコミ等，約lOO個JTへ協力依頼のE-mailを送付した

同果】アンケートページの体裁では，”幾つかの画像を並ぺ替える質問は, Iﾋ較が容易にな

るようにすべての面象を1度で見だけとのコメントが回答者から多く寄せられたしかし

ながらWVWVでの調査票はモニタサイズとし1う緻珀')!i/3^＼艮ｶ皿で，皿の負|助i

最も少なくなるようなページ上での並べ替えのが去を開発しなけ籾まならないことm豹かっ

た．また，性別，年齢，アクセス地域といった回答者の属性に偏りが大きかった.
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